
セクシュアルマイノリティの被災と支援
一 束日本大震災時の被災状況と支壌課題 -

多くの犠牲者 と避難壱を出 した東日本大震災か ら 2 年 ･ ･ ･

｡

今回の 震災は ､ 設備と して の 防災のあり方だけでなく ､ 災害時に人権を守るための さまざまな問題が

表面化 しました ｡ そ の中で ､ セク シ ュ ア ル マ イノリテ ィ ( 性的少数者) 当事者 も避難時や避難生活 ､

日常生活 の 回復など各場面で多く の囲 矧こ直 面 しています ｡ セク シュ アル マ イ ノ】｣ テ ィ 当事者が直面

した函難の 背景には ､ 社会 の 中に未だに存在 してい る 固定 的な性別役 割による差別や偏 見があります｡

災害時のセ クシ ュ アルマ イ ノ リテ ィ 当事者の被災状況 と支援課題に関す る シンポジウム を通 して ､ 性

別やジェ ンダ ー にとらわれない生き方､ そ して災害時の 支援について考えてみませんか ｡

♯表

● ● ● ●

師 ･ パネリ ス ト

真木 柾鷹 氏 ( 性と人権ネ ッ トワ ー

ク〔s T O 代 表)

山下 持 氏 ( ゲイジ ャ パン ニ ュ ー ス/ 岩手 レイ ンボ ー ･ ネ ッ トワ
ー ク)

小浜 耕治 氏 ( 乗北 HlV コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ代表)

内田 有美 氏 (セ クシ ュ ア リテ ィ と人権を考える会会員)
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参加費

申込み

聞合せ

エ ル ･ ソ
ー

ラ仙台大研修室( ア エ ルビル 2 8 階)

無料

不要( 直接会場へお越しください)

a g e n o @ m g u . a c .jp( 浅野)

主催 : ( 公財) せんだい男女共同参画財団

セクシ ュ アリテ ィ と人権を考える会
※ この事業は､ 東日本大震災女性センタ

ー

ネ ッ トワ ー ク募金事業の助成金 を受け､ 実施 します｡



* 講師およぴパネリス ト紹介 *
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真木柾鷹 氏 ( 性と人権ネ ッ トワ ー ク E ST O 代表)

幼少時より､ 自覚する性別が
■l

女の子
"

で はない こ とに悩みながら
` 一

女性
"

として生きるこ とを模索

する｡ だが 2 0 才を過ぎた頃から心理的ス トレスが身体の ス トレス とな っ て現れ ､ 月経前緊張症など

の P M S ( 月経前症候群) を発症｡ ピルや漢方薬な ど､ 女性ホル モ ンの バラ ンスを調整する治療をする

が症状は悪化をたどる｡ 1 9 9 7 年に埼玉医大の答申で
"

性同
一

性障害
' '

を知り､ 男性ホル モ ンによる

治療を選択｡ 外見が男性化 したことからジェ ンダ ー を男性に変更し､ トランス ジェ ンダ ー としての生

活をスタ ー ト｡ 一 般的に知られる性同 一

性障害と違い ､ 身体の 性に対する違和感は弱く ､ 性別適合手

術などは希望 して いない ｡ 1 9 9 8 年 に発足させた E S T O の 代表と して ､
` ▲

多様な性を生きる人々
"

の

サポ ー トを続けて いる｡

( 著作) 真木柾鷹 ･ 山田正行編著『トランス ジェ ンダ ー として生きる』 ､ 2 0 0 6 年 ､ 同時代社 刊 ､ 【S B N :

9 7 8 -

4 8 8 6 8 3 5 7 9 6 ､ 1
,
2 0 0 円 + 税

( 著作) ｢ 性的マイ ノリテ ィ の 子どもの援助 : 陀 S T O 』 の 活動から ( 性の ア ドバイザ ー 講座) ｣ 『季

刊セ クシ ュ アリテ ィ』 第 1 7 号､
"

人間と性
け

教育研究協議会 工 イデル研究所 ]札

( 取材応対) 針間克己監修 ･ 相馬佐5工手著 『性同 一 性障害 3 0 人のカ ミン グア ウト』 双葉社 軋
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山下梓 氏 ( ゲイ ジャ パ ン ニ ュ ー

ス/ 岩手 レイ ン ボ ー ･ ネ ッ トワ ー

ク)

岩手県出 象 ｢ 国際人権法と性的指向 ･ 性別自認｣ に つい て勉強 屯 2(: 旧5 年よりゲイジャ パン ニ ュ
ー

スに参 批 2 0 1 1 年 3 月に岩手 レイ ンボ ー
･ ネ ッ トワ ー

クをスタ ー ト｡ 粟日本犬震災後 ､ ｢ 災害と

セクシュ アル マ イノリティ｣ ( 竹信三恵子 ･ 赤石千衣子編 ( 2 0 1 2 ) 『岩波ブ ッ クレ ッ ト 災害支援

に女性の視点を! 』 岩波書店 所収) ､
｢ 『不可視』 から 『尊重される』 地域へ｣ ( 『女も男も ー 自

立 ･ 平等 - N o
･ 1 1 9 2 0 1 2 年書 ･ 夏 割 労働教育セ ンタ ー 所収) ､ ｢ 災害と女性 と 『マイ ノリ

テ ィ』 ｣ ( 『全大教時報 > 0 1 ･ 3 5 N o
■ 5 2 0 1 1 年 1 2 月』 全国大学高専教職員組合 所収) 等の エ

ッ セイや講演を通 じて ､ 性的マ イ ノリテ ィ の視点か ら見る復興 ･ 防災に つ いて発信 して いる｡ 2 0 1 2

年 1 2 月か ら国際人権 N G O のIn t e r n a ti o n al L e s bia n , G a y , Bj s e x u a l . T r a n s a n d l n t e r s e x

A s s o ci a ti o n (FL G A ) 共同代表代行 ｡
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

小 浜耕治 氏 ( 東北 H I V コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ンズ代表)

1 9 9 2 年から H l V やセク シュ ア リテ ィ に関する活動を始め､ 9 3 年の東北 H l > コ ミ ュ ニ ケ ー

シ

ョ ンズの設立に 関わる｡ 2 0 0 3 年か ら同代表0 仙台市エ イズ性感染症対策推進協議会委員も務める｡

0 4 年に男性同性間感染対策のグル ー プ 『やろ っ こ』 を立ら上げ､ 厚生労働省エイズ対策研究事業 ･

男性同性間感染対策とその評価に 関する研究協力者として 活 軌 0 4 年に みやぎいの らと人権リソ ー

ス センタ ー

を設立 し共同代表 ･ 事務局長に ○ 広< 多分野の 活動とネ ッ トワ ー クを組み､ 重層的 ･ 複合

的な人権問題の解決を目指す｡
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内 田有美 氏 ( セ ク シ ュ アリ テ ィ と人権を考え る会会 員)
大学在学中から ｢ 性同 一 性しょ うがい者と非当事者の共生｣ に関心 を持ら研究を行う｡ その頃から､

セク シュ ア リティ と人権 を考える会で活動を行う｡ 2 0 1 1 年より性と人権ネ ッ トウ ー ク E S T O 宮城交

流会スタ ッ フ として活動を開始｡




